
安
心
と
し
て
は
厭
離
す
る
心
を
持
つ
こ
と
が
先
で
あ
り
、
起
行
は
欣
求
す
る
た
め
の
行
が
先
で
あ
る
べ
き

と
す
る
。
人
間
の
心
理
が
よ
く
表
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
仏
教
の
行
者
と
し
て
の
持
つ
べ
き
安
心
起
行
、
そ
れ
に
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
が
、
願
行

具
足
を
そ
の
教
学
と
し
て
固
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
三
項
　
証
空
の
三
部
経
釈
と
三
心

証
空
の
往
生
の
安
心
で
あ
る
三
心
を
解
釈
し
て
い
く
う
え
で
、
ま
ず
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
証
空
の
『
観
経
』
の
見
方
で
あ
る
。

最
も
端
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
『
蜜
要
決
』
に
あ
る
、

一
者
至
誠
心ハ

是
安
散
之
機
為
二

経ノ

序ト
一

二
者
深
心
是
念
仏
為
二

経ノ

十
三
観ト
一

三
者
回
向
発
願
心ハ

是
来

迎
也
為
二

経ノ

三
善
義ト
一

三
心ニ

以
レ

有ヲ
二

十
六
字
一

為
二

一
経ト
一

耳

と
い
う
文
と
『
観
経
』
の
、

皆
開
三

三
心ヲ
一

故
序ヲ

為
至
誠
心ト
一

定テ

為
三

深
心ト
一

散ヲ

為
一

回
向
心ト
一

回
向
心ヲ

為
レ

体ト

深
心ヲ

為
レ

名
至
誠
心ヲ



法然上人門下の安心論

（『
浄
全
』
八
、
二
八
四
頁
下
）

（『
浄
全
』
八
、
二
九
五
頁
下
）



為
レ

機ト

而
已

と
い
う
部
分
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
証
空
は
『
観
経
』
そ
の
も
の
に
三
心
が
顕
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
秘
決
集
』
巻
第
十
七
に
は
二
河
白
道
を
解
釈
し
て
、「
白
道
者
。
指
二

別
所
求
之
土ヲ
一

。
即
観
経
是
也
」（『
西
全
』
一
、
三
七
一
頁
下
）
と
言
い
、
そ
の
道
と
五
千
、
七
千
あ
る
諸
経

典
の
巻
数
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
『
観
経
』
一
巻
の
み
が
救
済
の
道
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
「
清
浄ノ

願
往
生
心ト

者
指
二

観
経
一

也
」（『
西
全
』
一
、
三
七
二
頁
上
）
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
証
空
の
考

え
て
い
る
『
観
経
』
の
重
み
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
『
観
経
』
の
捉
え
方
が
、
あ
と
で
問
題
に
す
る
三
福
と
三
心
の
関
係
や
、
菩
提
心
の
見
方
を

複
雑
に
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

次
に
三
経
の
関
係
で
あ
る
が
、『
秘
決
集
』
巻
第
十
七
（『
西
全
』
一
、
三
六
四
頁
下
）
で
は
三
部
経
を
仏

法
の
始
中
終
に
当
て
は
め
、『
無
量
寿
経
』
す
な
わ
ち
弥
陀
の
四
十
八
願
を
仏
法
の
始
、『
観
経
』
を
中
、『
阿

弥
陀
経
』
を
終
と
し
て
、

浄
土
宗
者
。
引ク
二

三
経ヲ
一

者
。
依
二

リ
テ

弥
陀
仏
釈
迦
仏
十
方
恒
沙ノ

諸
仏
一

立
二

信
心
一

立
二

宗
義
一

故
。
極
二

メ
テ

仏
果
一

判
宗ヲ



（『
西
全
』
一
、
三
六
五
頁
上
）



と
言
っ
て
、
仏
果
の
上
に
信
心
を
立
て
る
の
は
浄
土
宗
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
特
に
、

『
無
量
寿
経
』
と
『
観
経
』
の
関
係
は
、『
観
門
義
』
巻
第
二
に
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

信
二

ス
ル

弘
願ヲ
一

故ニ

。
可キ
レ

信ス
二

要
門ヲ
一

也
。
此レ

則チ

要
門ハ

開
二

キ
テ

於
弘
願
一

ヨ
リ

還リ
テ

顕ス
二

弘
願ヲ
一

故ニ

信
二

ス
レ
ハ

弘
願ヲ
一

弥
可シ
レ

信ス
二

要
門ヲ
一

要
門ハ

真
実ノ

要
門ナ

ル

故
也

こ
こ
で
要
門
と
は
『
観
経
』
の
三
福
九
品
定
散
二
善
を
言
う
が
、
こ
こ
に
弘ぐ

願が
ん

を
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て

真
実
の
要
門
を
信
ず
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
同
書
』
で
は
『
観
経
疏
』
の
深
心
釈
に
『
阿

弥
陀
経
』
を
引
い
て
述
べ
て
い
る
部
分
を
指
し
て
、

此ノ

中ニ

仏
語ト

者
文ハ

指ス
二

阿
弥
陀
経ヲ
一

義ハ

在リ
二

観
経ニ
一

意ハ

帰ス
二

大
経ニ
一

と
言
い
、
三
経
の
関
係
を
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
具
体
的
に
、
証
空
は
本
願
と
三
心
の
関
係
を
ど
う
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
基
本
的
に
は
同

一
視
し
て
い
る
こ
と
が
『
観
経
散
善
義
他
筆
鈔
』（
以
下
『
他
筆
鈔
』）
巻
上
の

以テ
二

本
願ノ

至
心
信
楽
欲
生
我
国ヲ
一

為ル
二

今
経
三
心ノ

体ト
一

故
。
至
誠
心
当ハ
二

至
心ニ
一

深
心ハ

当ル
二

信
楽ニ
一

回
向



法然上人門下の安心論

（『
西
全
』
三
、
三
二
四
頁
下
）

（『
西
全
』
三
、
三
二
六
頁
下
）

（『
西
全
』
五
、
三
一
八
頁
上
）



発
願
心ハ

当
二

レ
リ

欲
生
我
国ニ
一

と
い
う
言
葉
か
ら
わ
か
る
。

し
か
し
、
完
全
に
同
一
視
と
い
う
の
は
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
は
本
願
の
三
心
が
『
観
経
』
の
三
心
の
体
で

あ
る
と
見
て
い
る
点
で
あ
る
。

証
空
は
至
誠
心
釈
（『
西
全
』
五
、
三
○
六
頁
）
に
お
い
て
、
仏
の
凡
夫
摂
取
の
真
実
心
を
衆
生
の
至
心
信し
ん

楽ぎ
ょ
うの

心
で
あ
る
と
し
、
そ
の
心
を
衆
生
か
ら
見
れ
ば
自
利
真
実
、
仏
に
約
せ
ば
利
他
真
実
と
な
る
と
言
う
。

さ
ら
に
、今

此
至
誠
心ニ

テ
ハ

為
レ

顕
二

真
実
心ト

云ノ

心ノ

体ヲ
一

引
レ

之ヲ

故ニ

云
二

皆
是
真
実
心
中ニ

作ト
一

也
。
此
即
本
願

ノ

云
二

至
心
信
楽
欲
生
我
国
等ト
一

心
也
。
第
二ノ

心ニ
テ
ハ

為
レ

顕
レ

云
下

フ
ヲ

正ク

凡
夫ノ

成
二

ス
ル

出
離ヲ
一

行ハ

弘
願ノ
一

行
也ト
上

引
レ

之
依
レ

之
下ニ

ハ

云
就
行
立
信
等ト
一

分
二‐
別ス

正
助
二
行ヲ
一

此
本
願ノ

乃
至
十
念ノ

体
。
正ク

我
等カ

往
生ナ

ル

故
也

と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
本
願
の
三
心
は
真
実
心
の
心
の
体
に
納
ま
る
と
し
、
深
心
は
本
願
の
三
心
の
み
な
ら

ず
本
願
そ
の
も
の
を
乃
至
十
念
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
せ
て
、
体
と
す
る
心
で
あ
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
証
空
は
『
観
経
』
の
三
心
を
上
位
の
概
念
と
し
て
捉
え
、
本
願
を
信
じ
る
心
も
そ
こ
に
集
約
さ

れ
る
と
考
え
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。



（『
西
全
』
五
、
一
二
二
頁
）


